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　大川魚港近くの、昔、瀬風呂焚きを行って

いた礫浜の奥に鎮座する。自然石を積み上げ

た典型的な浜エビスで、独特な雰囲気がある。

　大川の河口より海側に入った岩礁に鎮

座する。写真の海側の祠が広浜家の恵比

寿。手前の祠は、大川に昔いたガラッパ

( カッパ ) の祠で、昔は、毎年 8 月に甘酒

を供え、祀りをした。

　大川の塩屋牧の神で、牧があった杭凪の字大

田尾にある。

　字水溜にあった牧の神だが、現在は祀ってい

ない。

大川の恵比寿

  

番
号  

134

大川の牧の神

  

番
号  

135

中ノ塩屋の牧の神

  

番
号  

136

広浜家の恵比寿

  

番
号  

137

.
門
]

.
門
]

■E] 

■E] 
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牛野神社

  

番
号  

138 　　　祭神：塩屋天照大神

牛野の牧の神

  

番
号  

141

州崎の恵比寿

  

番
号  

139

　牛野の塩釜神社で、集落の氏神でもあ

る。拝殿横には、昔の塩焚きの焚口の遺

構が移築されていて、祀られている。

　牛野集落の塩屋牧の神で、馬頭観音と

もいう。昔は、この牧の神は、大きなサ

ンタブの木の根元にあり、その近くに力

石もあったという。

　牛野の恵比寿ともいい、州崎漁港に鎮

座する。州崎漁港ができる前は、 牛野の

港の手前の岩礁に鎮座していた。願成就

の日には、棒踊りなどが奉納される。

牛野の恵比寿跡 現在の州崎の恵比寿
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　　　  ■ 西海のガロー （地図 51 頁）

ナゴーダのガロー

西海の隠れ念仏

　 西 海 牛 野 字 長 小 田 に あ る ガ

ロー。御取木は、アコウの大木で、

その根元にある自然石に塩や焼

酎を供えて昔は祀りをした。こ

の辺りはメンと呼ばれる妖怪が

でるところで、ナゴーダメンと

して恐れられている。

　明治 19 年の大飢饉によって、

甑島から種子島に移住してきた

方々の多くは、浄土真宗の門徒

であった。西海に移住した方々

は、江戸時代の「隠れ念仏」時

代の古いご本尊を今も大切に守

り伝えている。

  

番
号  

コ
ラ
ム

140
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島 間 地 区

S H I M A M A  A R E A

ナクバロのガロー153

オーガモリのガロー152

石塔山のガロー155

大塚山のガロー156

上方の牧の神146

小平山の牧の神151

宮松原神社　142

上方神社　　145

霧島神社　　147

滝口神社　　148

稲子泊の恵比寿149

島間浦の恵比寿150

本妙寺　　　144

岬神社
22-23 ページ
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　　　  ■ 島間の神社・仏閣

宮松原神社
　祭神：恵比寿

上方神社

  

番
号  

145 　祭神：豊受大神

  

番
号  

142

本妙寺

  

番
号  

144

　島間仲之町の宮松原に鎮座する。この神社で、

新暦１月 25 日に行われる潮 ( しお ) 祭りは、島間

中の神社のはじまりの祭りで、島間全体の安泰・

　島間向方に鎮座する。江戸時代には本妙寺があっ

たが、廃仏毀釈で寺が取り壊され、豊受大神を勧

豊漁・豊作等を祈願する。また、参加者が浜から

石を 1 つずつ持ってきて供えるといった古い習慣

が残っており、学術的にも貴重な祭りと言われて

いる。境内には、この地に豊漁をもたらしたとさ

れるシャンキィ婆の石や万の供養塔と呼ばれる魚

供養の石碑などもある。

請し、上方神社となった。本妙寺は島間村全体の

菩提寺であったため、その跡地に建てられた上方

神社もまた島間地区全体の崇敬を集めている。秋

の大祭には、九月踊りが奉納される。

　本妙寺は、島間地区田尾に所在する法華宗の寺

である。江戸時代には島間村全体の菩提寺であり、

上方にあった。本妙寺の山号は大光山で、その扁

額は田上家が所有している。毎年、盆になると精

霊棚にミズノコが供えられ、盆踊りとしてヤート

セーが踊られる。

（地図 57 頁）
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　上方神社の境内の隅にある。周囲には蘇鉄が

生え、石碑が建てられている。

　島間浦の恵比須は何度か遷座した後、現在は

宮松原神社に祀られている。元々、島間浦があっ

た辺りの道路脇には、往時を偲ばせる石碑が立

ち並ぶ。

　島間地区小平山集落に鎮座する集落の氏神で、

小平山神社ともいう。祭神は、戦国時代に苦難

の末に小平山に農業用水路を開発した僧侶の重

遠妙恩で、滝口大明神として祀られている。 ま

た、五穀豊穣を祈願し豊受大神も合祀している。

境内には、多数の石碑が立ち並んでいる。

　上方神社境内に鎮座する。明治４年に霧島神

宮から勧請したと伝えられる。

　滝口神社の境内にある。

　貫門近くの海に面した岩礁に、自然石、珊瑚

石などを祀っている。

上方の牧の神

  

番
号  

146

滝口神社

  

番
号  

148

島間浦の恵比寿

  

番
号  

150

霧島神社

  

番
号  

147

稲子泊の恵比寿

  

番
号  

149

小平山の牧の神

  

番
号  

151

祭神：霧島皇大神、天之御中主神

祭神：滝口大明神、豊受大神

.
門
]

■E] 

.
門
]

■E] 

■E] 
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　  　　■ 島間のガロー

石塔山のガロー

　島間田尾の本妙寺近くの石塔山と呼ば

れる聖地にあるガロー。昔は、ここで、

石塔祭りをしていたともいわれる。

  

番
号  

155

ナクバロのガロー
　島間上方の上妻城の近くに所在する。

  

番
号  

153

（地図 57 頁）

大塚山のガロー
　町指定文化財の大塚山の石塔がある森は、ガ

ローであるという言い伝えがある。

  

番
号  

156
  番号 152

  番号 154

　　　　　オーガモリのガロー
　島間田尾の大籠にあったとされるガロー。正確な
位置は不明であるが、無数の自然石をつかった石垣
や区画が広がる
　　　　　小平山のガロー
　島間小平山にあったとされるガローだが所在不明
である。シュウロンとよばれる聖地がそうではない
か、という意見もある。
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上 中 地 区

K A M I N A K A  A R E A

木田のガロー164

松隅のガロー169

ガローケ峯のガロー172

中西のガロー171

長木田のガロー173
黒山のガロー170

ソエのガロー166 寺田孫十ガロー165

カジヤの峯のガロー167

大宇都の牧の神157

焼野の牧の神159

中西・上野の牧の神158

上中神社　　162

上野神社　　163

信光寺　　　160

照南寺　　　161
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　上中大宇都にある上中牧の牧の神。上

中牧は、茎永の牧であるため茎永の牧の

神とする言い伝えもある。

　中西に祀られていた牧の神で、上中全

体の牧の神でもあったという。今は祀る

ものもおらず、蘇鉄や自然石、御取木な

ども不明である。

　　　  ■ 上中の神社・仏閣

大宇都の牧の神

  

番
号  

157

中西・上野の牧の神

  

番
号  

158

　焼野公民館前の墓地の一角にある。一

説には、野大野牧の牧の神とされるが、

そうした牧の神ではなく、馬の神様であ

る馬頭観音であるともいわれる。

焼野の牧の神

  

番
号  

159

（地図 61 頁）• 

• 
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　上中本町に所在する法華宗本門流の寺。明治２年の廃

仏毀釈で廃された信光院を戦後に再興し、寺号を信光寺

とした。

　上中本町に所在する浄土真宗西本願寺派の寺。昭和５

年に平野月性により開基された。境内には、ヤクタネゴ

ヨウが植樹されている。

信光寺

  

番
号  

160

照南寺

  

番
号  

160



上中神社

  

番
号  

162 祭神：日悦上人 ( 僧喜道 )、豊受大神

上野神社

  

番
号  

163

64

　河内に鎮座する上中地区全体の氏神で、その所在する

場所から河内神社とも呼ばれる。中世に創建された極楽

寺が明治時代の廃仏毀釈の際に神社に変わったものであ

る。願成就の日には、 上中の各集落から大踊りや中踊りが

奉納される。

　上中前之峰の南種子町総合グラウンド近くに所在する、

上中地区の氏神。元は、上野の町役場横にあったが、昭

和 41 年に現在地に遷座した。祭神：豊受大神
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  ■ 上中のガロー

木田のガロー

ソエのガロー

寺田孫十ガロー

カジヤの峯のガロー

松隅のガロー

　上中河内に所在する。昔は、内ノ田の橋の手前

に森があった。その場所が木田のガローである。

現在は水田となっている。

　上中字添にある小薗家のガロー。現在でも「す

いみつ様」と呼び祀りを行っている。このガロー 

の祀りは、毎月 1 日と 15 日及び盆正月に行って

いた。

　上中神社の裏山には、河内の人々が盆に参る石

塔がある。その石塔の手前に寺田孫十ガローはあ

る。

　上中神社一之鳥居の正面に広がる森は、カジヤ

の峯のガローと呼ばれ恐れられていた。

　上野公民館の下には、ホトケンコウ ( 仏ノ川 )

と呼ばれる湧き水がある。この湧き水は、南種子

でも有数の清涼な名水として知られている。この

湧き水の湧水地点の側にはガローの取り木があ

り、松隅のガローと呼ばれていた。現在は、取り

木は枯死している。

  

番
号  

  

番
号  

  

番
号  
  

番
号  

  

番
号  

164

166

165

167

169

（地図 61 頁）

  番号 168

  番号 172

  番号 174

　　　　　木場のガロー
　現在では所在が不明である。
　　　　　ガローヶ峯のガロー
　上中平谷のガローヶ峯にあるとされるガローだが、
現在では所在不明である。
　　　　　上野のガロー 上中所在不明
　現在では所在が不明である。

::.̀= ..,.プ’"’'’,., - -. 
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黒山のガロー

中西のガロー

長木田のガロー

　黒山のガローは日高一

族のガローである。黒山

には２箇所にガローの取

り木があり、１つはサン

タ ブ の 大 木 が 取 り 木 で、

正月 6 日に祀りをしてい

る。もう１つは２本の椎

の木が取り木とな ってい

て祠が祀られている。

　字長木田にあるガローで、昔は

この辺りには人家はなく深い森で

あり大変恐ろしいところだったと

いう。

　字橋口にあるガロー。このガ

ローの周辺は、樟脳川という湧

き水がコンコンと湧く所だった

という。

  

番
号  

  

番
号  

  

番
号  

170

171

173
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あとがき

　本町には、多くの神社、お寺、恵比寿、牧の神、ガローがあります。昔から
各集落で、あるいは農民や漁民たちが、家内の安全、豊作や大漁などを祈願し
ていたものと思われます。これらの神々の由来や所在地をまとめ、地図におと
したものがこの冊子であります。ガローを除いた神々は、概ね確認できたもの
と思っております。
　ガローについては、下野敏見氏の著書に記載されたものを基本に所在地の確
認調査から始めました。文化財保護審議会の委員の方々に協力を得て、出身校
区の古老の方々を紹介して頂き、聞き取り調査を致しました。新しい発見もあ
りましたが、所在地さえ不明のものもあります。現在でも管理者が居て、祭祀
を行って居るものもありましたが、大部分は、祭祀者その他が不明であります。
　概ね、椎、たぶ、アコーの大木を依り木として祭祀が行われていますが、サ
ンゴ礁を積んだ祭壇があるもの、自然石を立てているもの、山川石に碑文を刻
んだもの、コンクリート製の社、何も無いものもありました。ごく大雑把な言
い方ですが、水田地帯は水田の周辺と、人家の周辺に見られ、井戸があること
が多く、畑作地帯では、人家の周辺と、道路（旧道）の脇に見られます。さら
には、基盤整備、道路や水路の新設や拡張などにより、存在が無くなったもの
もあります。
　ガローの信仰が、何時ごろから始まったのか、知ることは不可能であります。
当初は信仰の対象やご利益、祭祀の方法などもはっきりしていたものと思われ
ますが、永い年月の経過の中に忘れられ、現在では強い祟りのある神として記
憶されています。町内に９５ケ所も存在し、かっては生活に深い関わりがあっ
たものと推察されますが、現在も祭祀を行っている僅かな方々も、由来等は伝
えられてはおりません。
　この冊子を手に取って、多くの神々に関心を持って頂き、先祖や古老の方々
から聞かされた事例がありましたら、お知らせ下さるようお願い致します。

南種子町文化財保護審議会委員長　長田　忠記

平成 30年 3月
南種子町文化財保護審議会委員

柳田　和則　　日髙　友典　　岩澤　昭文　　稗畠　悦朗
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